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高
齢
化
に
比
例
し
て
要
介
護
者
が
増
え
続
け
、
厚

労
省
の
介
護
保
険
状
況
調
査
な
ど
か
ら
現
在
の
約

６
５
０
万
人
か
ら
今
後
20
年
で
約
5
割
増
え
る
と
推
計

さ
れ
、
介
護
施
設
の
重
要
性
が
高
ま
る
一
方
、
介
護
人

材
は
２
０
２
５
年
に
は
約
38
万
人
不
足
す
る
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
ギ
ャッ
プ
に
着
目
し
、
介
護
Ｉ
Ｃ
Ｔ
製
品
や
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
販
売
事
業
に
力
を
注
ぐ
若
き
経
営
者
が
い

る
。『
株
式
会
社
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
』の
代
表

大
川
寛
正
さ
ん
。
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
で
自
ら
企
画
し

た
商
品
の
製
造
を
行
う
た
め
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
か
ら
最

先
端
の
製
造
設
備
を
買
い
付
け
た
経
験
を
生
か
し
、
販

売
す
る
の
は
先
進
的
な
機
能
を
持
つ
製
品
ば
か
り
だ
。

　

そ
の
象
徴
が
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の一
種
の
次
世
代
型
介

護
見
守
り
シ
ス
テ
ム『eX

-CareS
T
M

（
エ
ク
ス
ケ
ア
ス
）』。

各
種
の
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｉｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
を
用
い

て
介
護
施
設
の
居
室
内
を
管
理
を
す
る「
ラ
イ
ブ
コ
ネ
ク

ト
」と
、介
護
に
か
か
わ
る
記
録「CA

RE K
A
RT
E

（
ケ

ア
カ
ル
テ
）」を
連
動
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
だ
。

 

「
ラ
イ
ブ
コ
ネ
ク
ト
機
能
は
、
複
数
の
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ

を
組
み
合
わ
せ
て
、居
室
内
や
入
居
者
に
発
生
す
る
様
々

な
事
象
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
離
床
行
動
、

ド
ア
の
開
閉
、
ト
イ
レ
の
利
用
、
夜
間
行
動
、
睡
眠
状

態
な
ど
の
把
握
、
居
室
内
の
温
度
管
理
、
呼
吸
心
拍
数

の
測
定
な
ど
を
自
動
で
行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
発
報
す

る
仕
組
み
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
や
タ
ブ
レッ
ト
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
居
室
内
や
利
用
者
の
状
況
を
確
認
で
き
る
た
め
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ケ
ア
カ
ル
テ

機
能
は
、
モ
バ
イ
ル
を
使
っ
た
簡
単
入
力
で
記
録
や
計
画

書
作
成
、
介
護
報
酬
請
求
、
利
用
者
請
求
を
ト
ー
タ
ル

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

　

こ
れ
も
含
め
、
介
護
施
設
型
見
守
り
支
援
機
器
は
四

種
揃
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
製
品
で
は
、
介
護
現
場
な

ど
重
労
働
の
姿
勢
の
維
持
や
運
搬
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
動
作
支
援
用
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ『
マッ
ス
ル
ス
ー
ツ Eve

ry

』、
セ
ン
サ
ー
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
用
い
て
歩
行
機
能
を

分
析
す
る『A

Y
U
M
iEY
E

（
ア
ユ
ミ
ア
イ
）』、
高
い
衝

撃
吸
収
性
を
発
揮
し
て
転
倒
骨
折
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

置
き
床『
こ
ろ
や
わ
』な
ど
も
あ
る
。

　

大
川
さ
ん
は
、
理
工
系
大
学
院
を
修
了
後
、
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
で
研
究
職
と
し
て
企
画
、
研
究
、
開
発

な
ど
を
経
験
し
、
こ
の
最
中
、
両
親
が
運
営
す
る
介
護

施
設
を
訪
問
し
た
際
、
介
護
現
場
で
働
く
人
の
大
変
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
を
機
に
介
護
業
界
に
転
じ
た
。

「
介
護
現
場
の
最
前
線
で
働
い
て
い
る
人
の
負
担
や
利
用

者
の
日
々
の
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
れ
ば
」と
の
思

い
が
事
業
の
推
進
力
だ
。 

（
ラ
イ
タ
ー
／
斎
藤
紘
）

介
護
の
負
担
軽
減
に
寄
与

利
用
者
を
安
全
に
見
守
り

介護ロボットの販売事業の視野に
要介護者の増加と介護人材の不足

『マッスルスーツ Every』

『ころやわ』での『ころやわ』での
転倒時転倒時

『ころやわ』での『ころやわ』での
歩行時歩行時

『ころやわ』
設置タイプ

『ex-CareS』と『ころやわ』が設置された部屋

※写真はコンセプトモデルを使用しており、
実際の製品の沈み込みとは異なる。

幼少より人の役に立ちたいと感じ、大学
院修了後、医療機器メーカーに入社。企
画、研究、開発、生産構築、営業を経験す
る。その後、介護の現場に触れ、『株式会
社エクセレントケアシステム』に入社、『株
式会社エクセレントケアサポート』を設立。

代表
大川寛正 さん株式会社　エクセレントケアサポート
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075-744-6512
excare-s@excare-s.co.jp
京都府京都市下京区河原町通松原上る清水町280-1

https://excare-s.co.jp/


